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センターでも離職し 女性医師の復職支援が必要であるという認識はあったものの、 どの病院を指定する などの問題があり なかなかスタートできない状況でした。 そこ 本学で作ってしまおう、 ということで設置に取りかかった次第です。 初めは長期にわたって離職 ていた女性医師を対象として素案を練って たの すが れだけではなく、 例えば留学の前後などにブランクを作らないようにと、 いろいろと考えて作った制度です。 離職 理由・期間は問いません 、
滋賀県下だ












女性医師については、 結婚、 出産、 育





























































































































































師さんがおられますが、 「私は午前中なら働けます」 とか、 いろいろな働き方があることを病院も理解してシフトを組む。 雇用の仕方 もっと働ける人が出てくるのかなと思います。尾松
　
復帰支援を望む医師を先輩医師
や指導医 サポートするこ は、 医科大学だからこそでき ことだす。 そういう意味 は本学の役割は大いと思います。角野
　
県下の各病院も女性医師を




もう少し募集人員を増やせるし、 力を付けた に協力した病院で働いてもらうとか、 あるいは病院が復帰してもらいたい女性医師を探し きて、 このプログラムを活用してもらえるのではないで ょ か。松末
　
育児とか出産の期間は



















































































































































































































































































ながらなんとかできるだろうということで始めたんですが、 慣れてきてもっと働きたいということであれば 考えて ないといけ いのかな 思っています。国村
　
私は現状ですごく満足していま





















































































































スがオープンしました。 この施設は１階に院外薬局２店舗とコンビニエンスストア （イートインスペース併設） 、 ２階 ・ ３階には大学活用ス （名称：ＳＵＭＳコモンズ） として会議室、 多目的室、 講義室等を設置しています。 この施設は民間事業者 建物の整備や維持管理を委ねたものであり、 薬局については平成
２8年に政府の規制緩和に




























を大幅に改修しました。 この改修により、 学の顔と ての雰囲気をまとった正門からヒポクラテスの丘、 そして中














脳卒中の発症件数と亡くなっ 人の割合、後遺症の程度と後遺症が残っの割合、社会復帰率などの医療情報を集約し 解析 ること 、わが国の脳卒中 現状について明らかにし、発症からリハビリ までの地域での医療連携体制の評価及び改善を行うことを目的としていま 。　
がんについては、 「がん対策基本法」
が制定されたことにより、多くの地域
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  都市部、 地方それぞれメリット、












































  米原には、 在宅看取りが国内１






































した。協力を依頼した施設はどこもい へん好意的で、在宅の訪問では予め者さんときめ細かく打ち合わせ いただいたり、病院研修では、でき だけ英語や中国語が話せるスタッフ マレーシ


































修に参加しました。先方では、大学附属病院の見学や、訪問看護に同行してマレーシア 在宅介護について学んだほか、小児科看護 実習の一環として孤児院を訪問したり、ホームレスを支援するプログラム も参加したりして、多様な文化や価値観が共存する中での
医療や看護について学びました。帰国後には報告会を開き、マレーシアでの体験をスライドなどで紹介し、研修で学んだことを しました。　
参加した学生の 一 人は、 「はじめは日
本との違いについて目を向けることが多く、ここが日本と違う、ここは同じだという風に見ていたのですが、だんだんとマレーシアならではの、その土地にあった医療の姿があると こと多民族であることにより ろいろな文化や生活が共存した医療が行われてるということにも目が向く うになり、相違という観点 見 だけでなく、個性という観点でも見るこ 出来るようになりました」と語っています。　
医療行為としての看護師の仕事は基
本的に日本 同じであっても、文化的 ・歴史的背景の違いによってさまざまな差異があります。例えば入院中の患者さんの身の回りの世話は日本では基本的に看護師が行うものですが、 国などでは家族 役割のようで、医療がカバーする範囲そのものに対する考え方の違いがあります。さら は医療保険や福祉制度の違いなども大きく違うようですが、学生たちは研修を通じてこれらを実感出来たようです。日本学生にとって「多様な文化や価値観尊重し合いながら、医療や看護が展開されているこ 」を学べたことに大きな意義があると考えています。
　
本学、マレーシア国民大学とも留


















































































































































●お問い合わせ先：滋賀医科大学 企画（IR担当）課 TEL 077-548-2012 ※この冊子は再生紙を使用しています。
　滋賀医科大学医学部附
属病院では、皆様に情報発
信をするため各種広報誌を
発刊しています。
　病院ラックで配布しており
ます。病院HPにも掲載され
ています。是非ご覧ください。
広報誌のご案内
病院ラック 附属病院HP　広報誌のご案内
滋賀医科大学へのご支援をお願いいたします
　滋賀医科大学は昭和49年（1974年）の開学以来、みなさまのご支援により着実に
発展してきました。医学科・看護学科の卒業生は５千名近くになり、滋賀県をはじめと
する医療機関、大学、行政機関などで活躍しています。医学部では特色ある研究で
国際的に注目される成果を挙げ、附属病院では高度先進医療、総合医療、質の高い
看護実践に力を入れ、信頼される医療機関として高い評価を受けています。
　滋賀医科大学では、学生の教育や課外活動の支援、若手研究者の研究支援や
海外研修の支援、附属病院の機能や患者サービスの充実などを目的として、「滋賀
医科大学支援基金」を設けています。
　企業、団体、個人のみなさまのご支援をお願いいたします。
支援基金の概要
この基金には目的別に３種類の資金があります。
どの資金にご支援いただくかは、お申し込み時に選んでいただくことができます。
・ 授業料、入学料等の減免
・ 奨学金の貸与又は給付
・ 留学費用の支援
・ 教育研究補助者に学生を雇用して賃金として
　支援するための経費
　※ 一般の寄付と比べて税制が優遇されます。
広く大学運営全般に役立たせていただきます。
大学支援資金
病院運営全般に役立たせていただきます。また、特定の部署に
一定割合を配分することもできます。
なお、一部は大学運営資金に充てさせていただきます。
附属病院支援資金
経済的理由により修学が困難な学生に対する事業に
役立たせていただきます。
わかあゆ育成資金
【お問い合わせ先】
滋賀医科大学　企画（IR担当）課
TEL : 077-548-2011
パンフレットは病院ラックで配布しております。
